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 【ラムシルマブ/パクリタキセル(RAM/PTX)療法】

スケジュール： 4週間（1コース） 通常は毎週３回治療し、１回お休みします。

（患者さんによってはスケジュールを変更する場合があります。）
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タキサン系抗がん剤です。過敏症状の発現を防ぐため、はじめの１０分間はゆっくりと点滴します。約1時間で点滴します。

治療日から数日間は便秘になりやすくなります。便秘時は下剤を使用します。（市販のものでも構いません）

治療日から２～３日目に発現するこることがあります。痛み止めで症状を軽減でき、数日で軽快します。

治療２～３週間後から脱毛が始まります。頭皮がちくちくすることがあります。治療終了後、約半年で再び発毛してきます。

３～５日目頃から発現します。強さや持続期間は個人差が大きく、投与回数が増えるごとに増強する傾向があります。
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 性別

過敏症状

悪心・食欲不振

便秘

骨髄抑制

ｱﾚﾙｷﾞｰ症状

しびれ

筋肉痛・関節痛

点
滴

サイラムザ
（ラムシルマブ）

副
作
用

血管新生阻害剤と呼ばれる分子標的薬です。一般に血圧が上がりますので、血圧を毎日測り、注意してください。出血しやすくなるため怪我をしないようご注
意ください。約60分で点滴を行います。その後過敏症対策として最初の４回（２コース）は60分間、注意して経過を見ます。（2枚目もご覧ください）

治療法に対応した吐き気止めを使用しますが、治療日から数日間、むかつきや食欲不振が起こることがあります。個人差が大きいため、食事や水分が摂れな
い時にはお知らせください。

点滴後１０～１４日頃が白血球や血小板の数が一番少なくなることが予想されます。この時期は手洗い・うがいをして感染症にかからないよう心がけ、ケガや転
倒に気をつけましょう。

パクリタキセル

テスト　薬局2 様
男

今回のサイクル

点滴治療を開始して数日後に皮膚の発疹、かゆみなどが現れることがあります。このような症状が現れた場合には予防対策が必要ですのでお知らせください。

日付

脱毛

S31/10/10

次サイクル

点滴中に起こることがあります。息苦しい、ドキドキする、かゆみ・発疹が出る等の症状がありましたらすぐにお知らせください。

  生年月日

ガスター

処方箋が出された場合には

治療と処方薬の確認のため薬局窓口で
この説明書を提示してください。
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テスト　薬局2 様
男 S31/10/10  生年月日

処方箋が出された場合には

治療と処方薬の確認のため薬局窓口で
この説明書を提示してください。

『サイラムザの副作用』 腹痛（吐き気、嘔吐、便秘を伴うこともあります）。血便が出る。
意識がなくなる。麻痺が出る。めまいがする。ろれつが回らない
上１８０－下１２０を超えるほど、血圧が高くなる。
我慢できない頭痛がする。気分が悪い。吐き気がする。けいれんがある。
胸が痛い（締めつけられるような感じがする）
足がむくんだり、痛みがある。突然息切れがする。
口から血を吐く。
鼻血や歯肉・膣などからの出血（１０～１５分経っても止まらない場合）

★【パクリタキセルにはアルコールが入っていますので、治療日に車の運転はしないで下さい。まれな副作用ですが激
しい腹痛、出血、麻痺等が現れましたらすぐに連絡してください】
副作用の出方には個人差があります。また、上の表以外の副作用が出ることもあります。
詳しくは小冊子を参照してください。
不快な副作用はできるだけ軽くするように支援しますので、辛い症状がある場合には医療スタッフに相談してください。

備
考

CHIBA CANCER CENTER

千葉県がんセンター 薬剤部

千葉市中央区仁戸名町666-2
TEL：043-264-5431

頻度は少ないですが、
このような症状がみられたら、
すぐにお知らせ下さい。
治療状況がいつでも把握できるように


